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１ 目的 

 インターネット上で多数の批判や誹謗中傷が行われる炎上は、近年頻発している。炎上には弱者

の声がとおりやすくなったという効果がある一方で、個人に対して行き過ぎた罰を与えたり、表現

の萎縮を起こしたりというように、社会に対して大きな影響を与えているといえる。本研究では、

そのような炎上について、精神障害（特にうつ病）と炎上加担行動の関係について分析を行う。                                           

                                             

２ 方法 

 本研究では、40,504人を対象としたアンケートを実施したうえで、その中から詳細な調査を行う

ために炎上加担者を多めに取得した1,738人のアンケート回答データを用いる。うつ病の診断には、

DSM-V の診断項目を用いる。分析に当たっては、まず、記述統計量でうつ病と炎上加担行動の相

関を見る。次に、計量経済学的モデル（ロジットモデル・トービットモデル）を用いて、炎上加担

確率・年間炎上加担件数・炎上 1件あたりの最大書き込み回数に対して、うつ病がどのような影響

を与えているか、定量的に検証した。 

                                             

３ 結果 

 分析の結果、炎上非加担者のうつ病率は約 2.3%であるにもかかわらず、炎上加担者では約 7.1%

と、実に 3倍以上であることが分かった。また、ロジットモデルによる分析では、うつ病であるこ

とは炎上加担確率に有意に正であり、うつ病だと炎上加担確率が約 1.2%増加するとなった。 

 さらに、トービットモデルによる分析の結果、うつ病だと年間炎上加担件数が約 5.5件増加、う

つ病だと炎上 1 件あたりの最大書き込み回数が約 11.6 回増加するといった結果が得られた。最後

に、診断項目での分析を行った結果、「この 2 週間、毎日のように 1 日じゅう憂うつな日が続いて

いる」「この 2週間、死について繰り返し考える。または、自殺したいと思っている」の 2項目が、

炎上加担確率に有意に正であることが分かった。 

 

４ 結論 

 以上のことから、炎上加担行動において、精神障害であるうつ病が密接に関わっていることが確

認され、炎上対策として、うつ病患者を減らすような施策が有効であることが示唆された。 
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